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講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

＊予習なしの出席では和訳を書き取るだけで終わってしまい、英語は身につかない。自ら発表して授業に参
加するため　に予習は欠かせない。従って、単なる｢出席点」はない。
＊全授業回数の3分の１以上欠席した場合、「授業時の発表・課題」は０点とする。
＊復習テスト(年数回）を受験しなかった時は、その回のみ０点とする。
＊テキストを購入しない場合、成績評価から１０点を減点する。
＊３０分以上の遅刻は欠席とする。
＊座席を指定する。

講義計画

第１回　ガイダンス(受講上の注意、成績評価などの詳細）
第２回　イントロダクション(作家スウィフトについて）
第３回　Part 1 (A Voyage to Lilliput)
第４回　同上
第５回　同上
第６回　Part 2 (Life in Lilliput)
第７回　同上
第８回　Part 3 (The War of the Eggs)
第９回　同上
第10回　Part 4 (The Customs of Lilliput)
第11回　同上
第12回　Part 5 (A voyage to Brobdingnag)
第13回　同上
第14回　同上
第15回　前期総括(ストーリーの確認、文法事項の復習）
第16回　Part 6 (My Career as a Performer)
第17回　同上
第18回　Part 7 (The Queen)
第19回　同上
第20回　同上
第21回　Part 8 (A Voyage to Laputa and Balnibarbi)
第22回　同上
第23回　同上
第24回　同上
第25回　Part 9 (A Voyage to Glubbdubrib and Lugguagg)
第26回　同上
第27回　Part 10 (A Voyage to the  Country of the Houyhnhnms)
第28回　同上
第29回　同上
第30回　後期総括(ストーリーの確認、文法事項の復習）

テキスト Gulliver's Travels / Jonathan Swift / Black Cat Publishing

参考書 特に定めない。

目的と概要
目と耳を使って英文を理解することを目的とする。易しく書き改められた『ガリバー旅行記』を目で読み、耳で聞
いていく。日本においては童話のように取り扱われているが、決して子供向きではなく、痛切な人間(社会）批判
の書である。

成績評価法 復習テスト（５０％）　授業時の発表・課題（３０％）　音読（２０％）

開期 通年 火曜日2限
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